
◆
規
則
改
正
の
議
会
報
告

規
則
を
改
正
し
た

際
、
議
会
に
報
告
す
べ
き
。

総
務
部
次
長

市
民
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
、
議

会
の
意
見
の
聴
取
が
必
要
な

も
の
な
ど
は
事
前
に
協
議
会

な
ど
で
説
明
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
改
正
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
な
ど
工
夫
す
る
。

◆
市
債
発
行
残
高
の
評
価

市
債
残
高
の
伸
び
が

顕
著
で
あ
る
が
そ
の
評
価
は
。

企
画
財
政
課
長

市
制
施

行
後
、
積
極
的
に
施
設
整
備

し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

助
役

市
民
の
要
望
を
聴

き
、
行
政
改
革
を
進
め
な
が

ら
財
政
を
健
全
化
し
て
い
く
。

◆
財
産
管
理

公
有
財
産
や
備
品
の

管
理
は
適
切
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
台
帳
整
備
は
。

総
務
室
担
当
課
長

年
度

ご
と
の
増
減
は
把
握
し
て
い

る
が
、
台
帳
は
現
在
整
備
に

向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

◆
公
益
通
報
者
保
護
制
度
の

準
備
状
況進

捗
状
況
は
。

総
務
室
担
当
課
長

部
内

で
調
整
会
議
を
行
い
、
担
当

窓
口
な
ど
年
度
内
に
決
定
。

◆
職
員
の
休
息
時
間
と
休
憩

時
間
の
取
り
扱
い

職
員
の
有
給
の
休
息

時
間
を
廃
止
し
、
休
憩
時
間

と
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

職
員
課
長

職
員
組
合
と

事
務
折
衝
中
で
あ
る
。
近
隣

の
状
況
も
踏
ま
え
て
進
め
る
。

◆
女
性
施
策
の
リ
ー
ダ
ー
養

成
、
団
体
交
流
事
業

新
か
が
や
き
プ
ラ
ン

で
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
き
た
か
。

市
民
参
画
課
長

同
プ
ラ

ン
に
よ
り
、
市
民
の
研
修
会

へ
の
派
遣
助
成
や
職
員
研
修

な
ど
を
、
関
係
課
と
協
調
し

行
っ
て
き
た
。
今
後
、
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
女

性
交
流
支
援
ル
ー
ム
の
活
用

も
踏
ま
え
て
検
討
。

団
体
交
流
事
業
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
民
参
画
課
長

女
性
交

流
支
援
ル
ー
ム
内
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
、
情
報
ボ
ッ
ク
ス
の

活
用
や
同
ル
ー
ム
の
運
営
に

団
体
や
市
民
の
声
を
生
か
す

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

助
役

市
民
が
交
流
し
や

す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て
い

く
。

◆
贈
収
賄
事
件
の
贈
賄
側
業

者
の
入
札
参
加
資
格
登
録

業
者
登
録
の
時
期
と

企
業
設
立
後
２
年
経
過
と
い

う
登
録
条
件
を
ど
の
よ
う
に

ク
リ
ア
し
た
の
か
。

総
務
室
担
当
課
長

契
約

規
則
の
例
外
で
登
録
で
き
る

規
定
を
適
用
し
た
。

例
外
規
定
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

助
役

例
外
規
定
を
適
用

す
る
場
合
、
根
拠
を
明
確
に

男女共同参画研修会の様子

情報教育推進の拠点であった
野外活動センター研修棟

す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
三
山
木
福
祉
会
館
職
員
の

業
務

同
職
員
が
地
元
自
治

会
の
会
計
事
務
を
行
っ
て
い

る
と
聞
く
が
適
切
な
の
か
。

市
民
部
長

同
福
祉
会
館

は
隣
保
館
機
能
を
残
し
て
お

り
、
自
治
会
役
員
と
協
議
し

事
務
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

早
急
に
自
治
会
で
行
っ
て
も

ら
う
よ
う
努
め
た
い
。

◆
洛
南
寮
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

発
生
状
況発

生
状
況
と
対
策
は
。

健
康
介
護
課
長

当
初
４

人
の
疾
患
者
が
出
た
。
外
出

な
ど
の
制
限
、
一
般
的
な
予

防
対
策
を
さ
れ
た
。

◆
情
報
教
育
と
元
職
員
の
不

祥
事

教
育
委
員
会
独
自
で

行
っ
て
い
る
調
査
内
容
は
。

教
育
部
長

備
品
管
理
、

契
約
、
事
件
全
体
の
概
要
な

ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
統
括
主
幹

リ
ー
ス
物
品
の
管
理
番
号
な

ど
調
査
中
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
情
報
教
育
の
評
価
は
。

教
育
部
長

子
ど
も
の
調

べ
学
習
や
教
員
の
教
育
活
動

に
活
用
し
、
他
市
よ
り
進
ん

だ
取
り
組
み
を
展
開
。
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

今
後
、
情
報
教
育
の

シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
整

理
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
統
括
主
幹

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
を
公
表
し
、

年
度
に
入
札
な
ど
を
行
う
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行

同
法
の
施
行
で
障
害

者
は
経
済
的
に
苦
し
い
。
実

態
調
査
を
行
う
考
え
は
。

社
会
福
祉
課
長

年
度

策
定
予
定
の
障
害
者
基
本
計

画
で
、
実
態
調
査
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
の
調
査
を
行
う
。

同
法
施
行
で
作
業
所

の
経
営
が
厳
し
い
が
対
策
は
。

社
会
福
祉
課
長

全
国
的

に
要
望
が
あ
り
、
国
も
補
正

予
算
を
組
む
な
ど
対
策
。

助
役

制
度
の
見
直
し
を

国
に
要
望
。
ま
た
、
支
援
策

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
学
力
テ
ス
ト
の
実
施

年
４
月
か
ら
実
施

の
同
テ
ス
ト
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

学
校
教
育
課
長

子
ど
も

の
学
力
を
多
方
面
か
ら
検
証
。

学
校
の
優
劣
や
予
算
配
分
に

反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。

◆
福
祉
車
両
の
更
新

社
協
が
リ
フ
ト
カ
ー

を
購
入
す
る
際
の
支
援
策
は
。

保
健
福
祉
部
次
長

法
律

の
制
約
で
難
し
い
。
代
わ
り

の
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
２
面
３
段
目
）

歳
以
上
の

後
期
高
齢

者

全
員
が
加
入
す
る
公
的

医
療
保
険
制
度
。
保
険
料
は

原
則
と
し
て
加
入
者
全
員
か

ら
徴
収
す
る
。
保
険
料
徴
収

は
市
町
村
が
行
い
、
財
政
運

営
は
全
市
町
村
が
加
入
す
る

都
道
府
県
単
位
の
広
域
連
合

が
担
当
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
財
源
は
、
本
人
保
険
料

１
割
、
税
金
約
５
割
、

歳

以
下
が
加
入
す
る
各
健
康
保

険
か
ら
の
支
援
金
約
４
割
の

比
率
で
負
担
す
る
。

ア
ダ
プ
ト
制
度

（
２
面
６
段
目
）

行
政
が
、
特
定
の
公
共
財

（
道
路
、
公
園
、
河
川
等
）

に
つ
い
て
、
市
民
や
民
間
業

者
と
定
期
的
に
美
化
活
動
を

行
う
よ
う
契
約
す
る
制
度
の

こ
と
。
美
化
活
動
を
行
う
主

体
は
、
地
域
住
民
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
、
行
政

が
そ
の
活
動
に
対
し
一
定
の

支
援
を
行
う
形
式
が
多
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
５
面
右
５
段
目
他
）

自
治
体
が
住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
に
運
行

す
る
路
線
バ
ス
で
あ
る
。
市

街
地
な
ど
の
交
通
空
白
地
帯

に
お
い
て
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
の
ほ
か
、

市
街
地
内
の
主
要
施
設
や
観

光
拠
点
等
を
循
環
す
る
路
線

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

が
あ
る
。
地
元
の
バ
ス
会
社

に
実
際
の
運
行
を
委
託
す
る

な
ど
し
、
必
要
に
応
じ
自
治

体
側
が
経
済
的
な
支
援
を
行

う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

京田辺市明るい
選挙推進協議会

議員研修会（第４回）
（ 月 日）

参加者

議員 人

宇治市男女共同参画センター

（ゆめりあうじ）

・女性施策の取り組み

・同センターの概要、見学

など

議会運営委員会
（ 月 日 日）

参加者

議会運営委員８人、議長

（長野県須坂市）

・議会改革、議会運営

（長野県岡谷市）

・議会改革、議会運営

・インターネット議会中継

最低保障年金制度の創設等を求める意見書

公的年金制度の崩壊を防ぎ、全ての国民に老後

の生活を保障する年金制度として、全額国庫負担

の最低保障年金制度の創設など、年金対策は喫緊

の課題となっている。

よって、政府におかれては、次の事項について

実現されるよう強く要望する。

無年金者・低年金者を無くすために、全額国庫

負担の最低保障年金制度を創設すること。

基礎年金の国庫負担を、直ちに２分の１にする

こと。

年（平成 年） 月 日


